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宇都宮市の補助金等の概要 
  
本市では，市の行政目的を達成するため，下記の補助金等を交付しています。 
補助金等につきましては，社会経済情勢が大きく変化する中，さらに公益性や公平性を高め，本来の目的と効果を確保するため，継続的に見直

しを行っておりますが，平成 15 年度つきましては，10 年以上の長期の補助金等を重点に見直しを行いました。 
 
１ 補助金等の定義について 

 

(1) 補助金：公益上必要があると認めた場合に支出するもので，市自ら実施主体になるよりも民間資源を有効に活用し効率的に事業を実施する

もの 

本市では，下記の基準により，補助を行っています。 
 

区 分             対 象 公 的 団 体 私 的 団 体 個  人 

国・県補助を伴う補助金 市負担分の範囲内 市負担分の範囲内 市負担分の範囲内 

① 団体運営補助（助成的補助，その他） 対象経費以内 １／２以下 － 

② 事業費補助 （奨励的補助，その他） 対象経費以内 １／２以下 １／３以下 

③ 大会運営補助 対象経費以内 県補助の１／２以下 － 

市

単

独

補

助

金 ④ 利子補給補助 ５％以内 ５％以内 ５％以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 負担金：法令又は契約等により，市の責任として，経費の全部又は一部を負担するもの 

 
(3) 交付金：市が行うべき事務を事務効率化等の理由により，団体や組合等に依頼し，当該事務処理の報償として支出するもの 

 

２ 平成 15 年度の補助金等見直しの取り組み 

(1) まず所管課において，専用の事務事業評価シート（参考資料）により，補助の妥当性，効果，公平性などの視点から，評価を行いました。 

(2) 所管課の評価結果を受け，補助金等審査委員会において 10 年以上継続する補助金等や事務事業評価の低い補助金等を重点的事項として，

相対的な視点や見直しの影響などを踏まえた総合的な審査を行いました。 

※ 補助金等審査委員会 全庁体制で補助金等の見直しを行う内部組織（委員長：助役，副委員長：収入役，委員：全部長） 

(3) 見直し結果を受け，平成 16 年度予算へ反映しました。 
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３ 平成 16 年度予算における補助金等の概要 

 

(1) 補助金等の状況  

                                               （単位：千円） 

平成 16 年度 

（ａ） 

平成 15 年度 

（ｂ） 

増減 

（ａ－ｂ） 項 目 

件数 金額   件数 金額 件数 金額

廃止等  － － 81 799,730 △81 △799,730

（うち市単独）  － － 75 569,629 △75 △569,629

継  続 295 8,412,232 295 8,847,223 0 △434,991 

（うち市単独）  247 4,203,598 247 4,488,797 0 △285,199

新設等  64 626,911 － － 64 626,911

（うち市単独）  55 155,312 － － 55 155,312

合  計 359 9,039,143 376 9,646,953 △17 △607,810 

（うち市単独）  302 4,358,910 322 5,058,426 △20 △699,516

補助金，負担金（工事負担金，出席負担金等を除く），交付金を併せ

た補助金等の状況については，廃止等が 81 件で約 8 億円，継続は前年

度と比較し約 4 億 3 千万円減少し，新設等が 64 件で約 6億 3 千万円と

なり，全体で，前年度比 17 件，約 6 億 1 千万円の減となりました。な

お，市の単独事業に対する補助金等は，前年度比 20 件，約 7 億円減少

しました。 

   

  

 

 

 

 

 
 ア 補助金の状況                                     

                                                           （単位：千円） 
平成 16 年度 

（ａ） 

平成 15 年度 

（ｂ） 

増減 

（ａ－ｂ） 項 目 

件数 金額   件数 金額 件数 金額

廃止等  － － 53 383,407 △53 △383,407

（うち市単独）  － － 48 158,306 △48 △158,306

継  続 213 6,662,794 213 6,892,369 0 △229,575 

（うち市単独）  166 2,454,260 166 2,534,243 0 △79,983

新設等  52 416,760 － － 52 416,760

（うち市単独）  44 72,161 － － 44 72,161

合  計 265 7,079,554 266 7,275,776 △1 △196,222 

（うち市単独） 210 2,526,421 214 2,692,549 △4 △166,128 

 補助金については，廃止等が 53 件で約 3 億 8 千万円，継続は前年

度と比較し約 2 億 3 千万円減少し，新設等が 52 件で約 4 億 2 千万円

となり，全体で，前年度比 1 件，約 2億円の減となりました。なお，

市の単独事業に対する補助金は，前年度比 4 件，約 1 億 7 千万円減

少しました。 

   

※ 増減の主な内容 

廃止等：障害者福祉施設整備費補助金（△213,111 千円）， 

    宇都宮市中小企業融資振興会事業補助金 

（△25,754 千円）など 

新設等：鉄道駅舎バリアフリー整備事業補助金（161,000 千円）， 

ケーブルテレビ整備事業費補助金（148,500 千円） 

など 
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 イ 負担金の状況 

                                                            （単位：千円） 

平成 16 年度 

（ａ） 

平成 15 年度 

（ｂ） 

増減 

（ａ－ｂ） 項 目 

件数 金額   件数 金額 件数 金額

廃止等  － － 19 56,897 △19 △56,897

（うち市単独）  － － 18 51,897 △18 △51,897

継  続 41 823,357 41 856,815 0 △33,458 

（うち市単独）  41 823,357 41 856,815 0 △33,458

新設等  6 136,414 － － 6 136,414

（うち市単独）  5 9,414 － － 5 9,414

合  計 47 959,771 60 913,712 △13 46,059 

（うち市単独）  46 832,771 59 908,712 △13 △75,941

 負担金については，廃止等が 19 件で約 6 千万円，継続は前年度と

比較し約 3千万円減少し，新設等が 6 件で約 1 億 4 千万円となり，全

体で，前年度比 13 件の減，約 5 千万円の増となりました。なお，市

の単独事業に対する負担金は，前年度比 13 件，約 8 千万円減少しま

した。 

   

※ 増減の主な内容 

廃止等:宇都宮駅西口第四Ａ地区市街地再開発事業公共施設管理

者負担金（△42,900 千円）， 

新交通システム導入調査等負担金（△5,000 千円）など 

新設等：宇大東南部第 1土地区画整理事業公共施設管理者負担金 

（127,000 千円）， 

第 53 回利根川水系連合水防演習負担金（3,000 千円） 

        など 

 

ウ 交付金の状況 

                                                           （単位：千円） 

平成 16 年度 

（ａ） 

平成 15 年度 

（ｂ） 

増減 

（ａ－ｂ） 項 目 

件数 金額   件数 金額 件数 金額

廃止等  － － 9 359,426 △9 △359,426

（うち市単独）  － － 9 359,426 △9 △359,426

継  続 41 926,081 41 1,098,039 0 △171,958 

（うち市単独） 40 925,981 40 1,097,739 0 △171,758 

新設等  6 73,737 － － 6 73,737

（うち市単独）  6 73,737 － － 6 73,737

合  計 47 999,818 50 1,457,465 △3 △457,647 

（うち市単独）  46 999,718 49 1,457,165 △3 △457,447

 交付金については，廃止等が 9件で約 3 億 6 千万円，継続は，前年

度と比較し約1億7千万円減少し，新設等が6件で約7千万円となり，

全体で，前年度比 3 件，約 4 億 6千万円の減となりました。なお，市

の単独事業に対する交付金は，前年度比 3 件，約 4 億 6千万円減少し

ました。 

   

※ 増減の主な内容 

廃止等：関東自転車協議会交付金（△350,006 千円）， 

    宇都宮市男女共同参画推進海外セミナー交付金 

（△3,600 千円）など 

    新設等：水田農業構造改革事業交付金（66,000 千円）， 

 チチハル友好都市提携 20 周年記念事業交付金 

       （5,600 千円）など 
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平成 16 年度

（ａ） 

平成 15 年度

（ｂ） 

増減 

（ａ－ｂ） 項 目 

件数 金額   件数 金額 件数 金額

廃  止 － － 65 131,708 △65 △131,708 

（うち市単独） － － 63 129,608 △63 △129,608 

事業補助化  10 9,722 10 10,262 0 △540

（うち市単独） 10 9,722 10 10,262 0 △540 

縮  小 37 480,277 38 353,153 △1 127,124 

（うち市単独） 36 187,757 37 205,033 △1 △17,276 

継  続 36 236,261 36 243,146 0 △6,885 

（うち市単独） 31 223,991 31 231,186 0 △7,195 

合  計 83 726,260 149 738,269 △66 △12,009 

（うち市単独） 77 421,470 141 576,089 △64 △154,619 

（単位：千円） 
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 限られた財源の中，今後とも，成果指標に基づく評価や費用対効果の視点を取り入れるなど，公益性の明確化や公平性の確保をより一層図りな

がら，徹底した見直しに努め，市民福祉の向上や活力ある地域づくり，市民活動の支援等に役立ててまいります。 

 10 年以上継続する補助金等や事務事業評価の低い補助金など，重点的に見

直しを実施した補助金等については，廃止が 65 件，約 1 億 3 千万円，団体

の運営経費と事業経費を一体として補助していたものを，事業経費のみの補

助に変更し，事業補助化を図ったものが 10 件，補助額等の見直しにより，

37 件縮小を図りましたが，一部の補助金において，補助対象件数の増により，

前年度比約 1 億 2 千万円増となりました。 

（△22,002 千円），学校法人教育振興補助金（△3,080 千円） 

・事業補助化：宇都宮市民憲章推進協議会補助金，(財)宇都宮市母子寡婦 

 

 

(2) 重点見直し対象補助金等の状況 

また，全体では前年度比約 1 千万円減少し，市単独事業については，64

件，約 1 億 5 千万円の減となりました。 

 
※増減の主な内容 
・廃 止  ：民間既存建物の活用による老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ整備費補助金 

・縮 小  ：コンポスト容器及び機械式生ごみ処理機設置費補助金 

・継 続  ：宇都宮市公園愛護会補助金，中小企業退職金共済制度 

（前年度比△10,342 千円），浄化槽整備事業補助金 

（前年度比 144,400 千円）など 37 件 

         福祉連合会補助金など 10 件 

加入促進補助金など 36 件 

など 65 件 

  
 
４ 今後の取り組み 
 


